
「
１
０
年
間
で
２
０
０
兆
円
」（
自
民

党
）
、「
１
０
年
間
に
１
０
０
兆
円
」

（
公
明
党
）
―
。
民
主
党
と
の
「
密
室

談
合
」
で
、
消
費
税
大
増
税
と
社
会
保

障
改
悪
の
「
一
体
改
革
」
法
案
を
衆
院

通
過
さ
せ
た
自
民
、
公
明
の
両
党
が
、

次
期
総
選
挙
を
に
ら
ん
で
「
国
土
強
靭

（
き
ょ
う
じ
ん
）
化
」「
防
災
・
減
災
」

な
ど
と
銘
打
っ
て
大
型
公
共
投
資
を
競

い
合
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
は
、

公
共
事
業
バ
ラ
マ
キ
の
た
め
な
の
か
―
。

「
国
土
強
靭
化
」「
防
災
」
と
銘
打
ち

３
党
密
室
合
意
に
よ
る
消
費
税
増
税

法
案
に
は
、
消
費
税
増
税
で
財
政
に
ゆ

と
り
が
生
ま
れ
、
機
動
的
対
応
が
で
き

る
と
し
て
、「
成
長
戦
略
や
事
前
防
災

お
よ
び
減
災
等
に
資
す
る
分
野
に
資
金

を
重
点
的
に
配
分
す
る
」
と
の
文
言
が

こ
っ
そ
り
挿
入
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
佐
々
木
憲
昭
議
員
が
、

６
月
２
６
日
の
衆
院
社
会
保
障
・
税
特

別
委
員
会
で
追
及
し
た
よ
う
に
、
消
費

税
の
増
税
分
を
「
社
会
保
障
に
全
額
使

う
」
と
い
う
の
は
見
せ
か
け
で
、
実
際

に
は
財
源
が
置
き
換
え
ら
れ
、
大
企
業

へ
の
減
税
、
無
駄
な
大
型
公
共
事
業
、

軍
事
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

「
土
建
国
家
」

実
際
、
自
民
党
の
国
土
強
靭
化
総
合

調
査
会
（
会
長
＝
二
階
俊
博
元
経
済
産

業
相
）
は
、
こ
と
し
４
月
、
今
後
１
０

年
間
で
総
額
２
０
０
兆
円
規
模
の
イ
ン

フ
ラ
投
資
が
必
要
だ
と
の
提
言
を
発
表
。

６
月
１
日
の
総
務
会
で
、「
国
土
強
靭

化
基
本
法
案
」
を
決
定
、
同
４
日
に
国

会
に
提
出
し
ま
し
た
。

法
案
を
取
り
ま
と
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
座
長
は
、
元
建
設
省
近
畿

地
建
局
長
の
脇
雅
史
参
院
国
会
対
策
委

員
長
。
法
案
提
出
者
・
賛
成
者
に
は
、

二
階
氏
は
じ
め
、
古
賀
誠
元
幹
事
長
、

野
田
毅
元
建
設
相
、
金
子
一
義
元
国
土

交
通
相
、
大
島
理
森
副
総
裁
な
ど
、
建

設
族
、
道
路
族
議
員
が
ズ
ラ
リ
と
名
前

を
連
ね
て
い
ま
す
。

「
大
規
模
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
」

な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、
谷
垣
禎
一
総
裁
は
６

月
１
日
の
記
者
会
見
で
、「
自
民
党
は
ま
た
土
建

国
家
を
つ
く
る
つ
も
り
な
の
か
と
い
う
批
判
も

な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
認
め
る
ほ
ど
。
同
基

本
法
案
１
８
条
に
は
「
高
速
自
動
車
国
道
、
新

幹
線
鉄
道
等
の
全
国
的
な
高
速
交
通
網
の
構
築
」

と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
で
バ
ラ
マ
キ
！
？

負
担
増
認
め
る

一
方
、
公
明
党
も
１
０
年
間
に
１
０
０
兆
円

を
投
資
す
る
「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。「
公
明
新
聞
」
６
月
４
日

付
は
、「
従
来
型
の
公
共
事
業
バ
ラ
マ
キ
で
は
な

い
か
」
と
い
う
設
問
の
「
Ｑ
＆
Ａ
」
を
掲
載
。

そ
の
な
か
で
、「
事
業
全
体
の
規
模
が
公
明
党
案

の
２
倍
」
の
自
民
党
の
国
土
強
靭
化
法
案
を
と

り
あ
げ
、「
国
民
の
負
担
も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
…
」
と
指
摘
し
、
国
民
負
担

増
を
認
め
て
い
ま
す
。

自
民
、
公
明
両
党
と
も
“
防
災
”
の
た
め
と

煙
幕
を
は
っ
て
い
ま
す
が
、「
そ
の
内
容
を
み
る

と
旧
来
型
の
公
共
事
業
が
並
ん
で
い
る
」（
「
日

経
」
６
月
３
０
日
付
社
説
）
と
い
う
代
物
で
す
。

す
で
に
民
主
党
政
権
は
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
地
震
に
備
え
て
「
多
重
の
物
流
網
」
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
今
年
度
予
算
で
、

東
京
外
郭
環
状
道
路
（
１
兆
２
８
０
０
億
円
）
、

新
名
神
高
速
道
路
（
６
８
０
０
億
円
）
な
ど
大

型
公
共
事
業
を
相
次
い
で
復
活
さ
せ
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
法
案
が
衆
院
通
過
し
た
３
日
後

の
６
月
２
９
日
に
は
、
整
備
新
幹
線
の
未
着
工

３
区
間
（
北
海
道
、
北
陸
、
九
州
・
長
崎
ル
ー

ト
）
の
着
工
（
計
３
兆
４
０
０
億
円
）
を
認
め

ま
し
た
。

消
費
税
増
税
を
あ
お
っ
て
き
た
「
日
経
」
で

す
が
、
先
の
社
説
は
「
国
民
に
増
税
へ
の
理
解

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
、
こ
ん
な
あ
り

さ
ま
で
い
い
の
か
」
と
“
注
文
”
を
つ
け
て
い

ま
す
。

２
０
１
２
年
７
月
５
日(

木)

欧
州
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

（
セ
ル
ン
）
）
の
粒
子
加
速
器
を
使
う
実
験
グ
ル
ー

プ
が
４
日
、
万
物
の
重
さ
の
起
源
と
さ
れ
る

「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
」
の
有
力
候
補
を
発
見
し
た
と

す
る
暫
定
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
た
だ
、
現

時
点
で
は
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
と
は
断
定
で
き
ず
、

さ
ら
な
る
デ
ー
タ
収
集
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま

す
。ヒ

ッ
グ
ス
は
、
素
粒
子
物
理
学
の
「
標
準
理

論
」
を
構
成
す
る
１
７
種
類
の
基
本
粒
子
で
唯

一
、
未
発
見
の
粒
子
。
宇
宙
誕
生
時
は
す
べ
て

の
粒
子
は
質
量
が
ゼ
ロ
で
し
た
が
、
宇
宙
が
冷

え
た
た
め
に
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
と
結
び
つ
い
て
質

量
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
郊
外
に
建
設

さ
れ
２
０
０
９
年
に
本
格
稼
働
し
た
大
型
ハ
ド

ロ
ン
衝
突
型
加
速
器
（
Ｌ
Ｈ
Ｃ
）
の
測
定
器

「
ア
ト
ラ
ス
」「
Ｃ
Ｍ
Ｓ
」
を
使
っ
て
探
索
し
て

い
る
２
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
、
蓄
積
し
た
デ
ー

タ
を
も
と
に
し
た
最
新
の
研
究
成
果
を
同
時
に

発
表
し
た
も
の
。
実
験
グ
ル
ー
プ
に
は
日
本
の

研
究
者
も
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。

両
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
１
２
月
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒

子
の
存
在
を
示
唆
す
る
現
象
を
検
出
し
た
と
発

表
。
そ
れ
が
新
粒
子
で
あ
る
確
実
性
は
９
９
％

未
満
で
し
た
。

今
年
４
〜
６
月
の
実
験
に
よ
っ
て
昨
年
の
２
・

５
倍
に
増
え
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
、
１

２
５
〜
１
２
６
ギ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
（
Ｇ
ｅ
Ｖ
＝

素
粒
子
な
ど
の
質
量
を
示
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単

位
で
、
陽
子
の
質
量
が
約
１
Ｇ
ｅ
Ｖ
）
の
質
量

を
も
つ
新
粒
子
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
観
測
し
ま

し
た
。
物
理
学
の
「
発
見
」
は
９
９
・
９
９
９

９
％
以
上
の
確
実
性
が
必
要
で
す
が
、
今
回
の

結
果
は
、
新
粒
子
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
年
末
に
は
、
今
回
の
観
測
結

果
の
全
体
像
が
み
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ト
ラ
ス
実
験
グ
ル
ー
プ
の
浅
井
祥
仁
・
東

京
大
学
准
教
授
は｢

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
発
見
に､

王
手
が
か
か
っ
た
。
今
ま
で
は
ヒ
ッ
グ
ス
を
探

し
て
い
た
が
、
ヒ
ッ
グ
ス
を
理
解
す
る
と
い
う

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
っ
た
と
言
え
る
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

ア
ト
ラ
ス
実
験
に
日
本
か
ら
参
加
す
る
の
は

東
京
大
学
や
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

(

Ｋ
Ｅ
Ｋ)

な
ど
１
６
研
究
機
関
の
約
１
１
０
人

の
研
究
者
で
す
。

２
０
１
２
年
７
月
５
日(

木)

【
ロ
ン
ド
ン
＝
小
玉
純
一
】
ハ
モ
ン
ド
英
国
防

相
は
５
日
、
議
会
で
英
陸
軍
の
再
編
計
画
を
発

表
し
ま
し
た
。
陸
軍
正
規
兵
を
２
０
２
０
年
ま

で
に
２
万
人
減
ら
し
て
８
万
２
０
０
０
人
と
し
、

予
備
役
を
倍
加
し
て
３
万
人
に
し
ま
す
。
英
国

放
送
協
会
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
は
、
米
ソ
冷
戦
下
１
９

７
８
年
に
１
６
万
３
０
０
０
人
だ
っ
た
正
規
兵

が
「
半
減
と
な
る
」
と
伝
え
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
５
月
に
誕
生
し
た
保
守
党
主
導

の
現
政
府
は
、
歳
出
削
減
の
た
め
軍
備
見
直
し

を
決
め
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
駐
留
英

軍
９
５
０
０
人
を
１
５
年
ま
で
に
撤
退
さ
せ
る

予
定
で
す
。

ハ
モ
ン
ド
国
防
相
は
今
回
の
計
画
で
「
柔
軟

で
機
敏
な
陸
軍
を
つ
く
る
」
と
表
明
。
最
大
野

党
・
労
働
党
の
マ
ー
フ
ィ
議
員
（
影

の
国
防
相
）
は
「
持
続
可
能
な
軍
事

的
実
用
性
が
不
確
実
だ
」
と
計
画
を

批
判
し
ま
し
た
。
英
国
は
労
働
党
の

ブ
レ
ア
首
相
時
代
に
イ
ラ
ク
へ
侵
攻

し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
７
月
７
日(

土)
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大
型
事
業

競
い
合
う

自民党 ２００兆円だ 公明党 １００兆だ

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
候
補
発
見

実
験
グ
ル
ー
プ

質
量
の
起
源
に
迫
る

英
陸
軍
を
２
万
人
削
減

国
防
相
発
表

冷
戦
時
の
半
分
に

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団



奈
良
県
の
消
防
署
統

廃
合現

在
、
奈
良
市
と
生
駒
市

を
の
ぞ
い
た
県
内
十
一
消
防

本
部
を
一
本
化
す
る
計
画
が

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
の
三

月
調
印
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
消
防
の
広
域
化
が
必

要
か
？
体
制
強
化
や
到
着
時

間
の
短
縮
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
人
員
配
備
の
効
率
化

と
充
実
だ
そ
う
で
す
。

本
当
で
し
ょ
う
か
？
広
域

化
運
営
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン

ト
に
は
「
消
防
署
所
の
再
編

（
統
廃
合
）
」
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
磯
城
消
防
署
」

が
廃
止
さ
れ
る
可
能
性
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が

山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
に

お
邪
魔
す
る
と
「
広
域
化
は

当
然
」
と
い
う
お
話
。
奈
良

市
や
生
駒
市
の
よ
う
に
ど
ち

ら
が
本
当
に
住
民
の
た
め
に

な
る
の
か
？
と
い
う
検
討
さ

え
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

消
防
団
し
か
進
入
路
を
知
ら

な
い
地
域
も
在
る
そ
う
で
す
。

各
消
防
署
の
本
部
人
員
は
予

備
要
員
で
す
。
山
辺
を
は
じ

め
県
内
の
消
防
本
部
は
職
員

が
定
数
に
満
た
な
い
現
状
で

す
。
統
合
で
は
解
消
で
き
ま

せ
ん
。

大
規
模
災
害
な
ど
の
緊
急

事
態
に
対
応
す
る
に
は
、
地

域
に
密
着
し
た
消
防
体
制
の

充
実
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

年
度
末
統
合
ま
で
に
、
充
分

な
説
明
を
期
待
し
ま
す
。

田
原
本
議
会

議
員

吉
田
容
工

借
金
（
町
債
）
返
済

７
月
の
三
宅
広
報
に
志
野

町
長
は
、
「
平
成
２
３
年
度

の
見
込
み
額
を
含
め
こ
れ
ま

で
の
間
で
、
約
４
億
円
の
黒

字
と
約
３
０
億
３
千
３
０
０

万
円
の
返
済
を
行
い
、
経
常

収
支
比
率
が
１
１
３
％
と
な

り
、
か
っ
て
夕
張
の
次
に
危

な
い
と
ま
で
言
わ
れ
た
三
宅

町
も
、
現
在
そ
の
指
数
は
９

４
．
４
％
に
改
善
し
ま
し
た

（
原
文
の
ま
ま
）
」
と
三
宅

町
の
４
年
間
の
財
政
に
状
況

に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

平
成
１
８
年
度
か
ら
三
宅

町
は
、
総
務
省
の
指
導
の
下
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
経
費
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
町
長
を
は

じ
め
副
町
長
、
教
育
長
の
歳

費
を
１
５
％
か
ら
１
０
％
削

減
。
議
員
も
１
４
名
か
ら
１

０
名
に
、
歳
費
も
１
０
％
カ
ッ

ト
、
政
務
調
査
費
も
月
２
万

円
か
ら
１
万
円
に
カ
ッ
ト
。

職
員
の
削
減
（
平
成
１
７
年

度
１
２
３
名
、
平
成
２
２
年

１
０
５
名
）
。
こ
の
間
、
ご

み
袋
の
有
料
化
、
公
民
館
な

ど
の
文
化
サ
ー
ク
ル
へ
の
補

助
金
の
カ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ

れ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
削
減

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
町
債
（
借
金
）
の
返
済

が
４
年
間
で
３
０
億
円
も
行

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

地
方
自
治
体
と
し
て
国
や

県
の
悪
政
か
ら
住
民
の
生
活

と
健
康
を
守
る
こ
と
が
地
方

自
治
体
の

役
割
で
あ

り
ま
す

三
宅
町

池
田
年
夫

七
月
の
天
体
シ
ョ
ー

七
月
も
中
旬
に
差
し
掛
か

り
ま
す
ね
。
梅
雨
明
け
ま
で

は
ま
だ
し
ば
ら
く
有
り
ま
す

が
、
終
盤
の
方
が
ま
と
ま
っ

た
雨
が
降
る
と
言
う
の
が
私

の
感
覚
で
し
て
、
気
に
な
る

所
で
す
。
万
弁
の
う
降
っ
て

く
れ
て
、
全
体
を
潤
し
て
く

れ
る
と
言
う
事
無
い
ん
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
梅
雨

末
期
の
集
中
豪
雨
が
心
配
で

す
。話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
は
何
時
頃
に
起
き
は
り

ま
す
か
。
私
は
、
「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
の
配
達
当
番
の
日

は
四
時
前
に
家
を
出
る
ん
で

す
が
、
そ
の
時
分
の
東
の
空

の
出
来
事
で
す
。

誰
で
も
直
ぐ
に
分
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
縦
に
並
ん
だ

二
つ
の
星
が
明
る
く
輝
い
て

い
る
の
が
見
て
と
れ
ま
し
て
、

調
べ
て
み
ま
す
と
、
下
が
金

星
で
上
が
木
星
で
す
。
で
、

下
の
金
星
の
近
所
に
ち
ょ
っ

と
小
ぶ
り
で
す
が
最
近
も
う

一
つ
星
が
見
え
て
来
た
ん
で
、

こ
れ
も
調
べ
て
み
ま
す
と
、

お
う
し
座
の
目
に
あ
た
る
ア

ル
デ
バ
ラ
ン
で
し
た
。

調
べ
つ
い
で
に
。
今
、
こ

の
三
つ
の
星
に
新
月
に
向
か
っ

て
ど
ん
ど
ん
欠
け
て
行
っ
て

い
る
月
が
上
か
ら
近
付
い
て

ま
し
て
、
午
前
四
時
頃
の
東

の
空
の
出
来
事
で
す
が
、
今

月
十
五
日
に
は
上
の
木
星
の

横
に
、
翌
十
六
日
に
は
下
の

金
星
の
横
に
月
が
位
置
し
、

雲
が
無
く
澄
み
切
っ
て
い
れ

ば
木
星
の
上
方
に
は
「
す
ば

る
星
団
」
も
確
認
で
き
て
、

こ
れ
ら
全
部
が
一
つ
の
視
野

の
中
で
楽
し
め

そ
う
で
す
よ
。

川
西
町
議
会
議

員芝

和
也

消
費
税
っ
て
？

先
日
、
田
原
本
校
区
の
地

域
に
「
消
費
税
一
０
％
増
税

に
反
対
」
の
署
名
を
頂
き
に

五
人
で
入
り
ま
し
た
。

梅
雨
と
は
い
え
、
強
い
日

差
し
で
帽
子
を
忘
れ
て
出
か

け
た
事
を
後
悔
し
、
反
省
し

き
り
で
し
た
。

消
費
税
は
衆
議
院
を
通
過

し
た
が
参
議
院
で
何
と
か
く

い
止
め
た
い
思
い
で
す
と
訴

え
る
と
、
た
い
て
い
の
方
は

「
消
費
税
上
が
っ
た
ら
困
る

わ
」
と
快
く
署
名
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
に
は
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
ご
し
に
「
消
費
税
は

認
め
て
い
ま
す
」
と
か
「
社

会
保
障
の
為
に
は
仕
方
な
い

の
で
は
・
・
」
と
半
分
諦
め

に
も
似
た
方
も
い
ま
す
。
そ

の
根
底
に
は
「
み
ん
な
お
互

い
様
、
国
に
お
金
が
足
り
な

い
時
な
の
だ
か
ら
支
え
あ
っ

て
生
き
て
い
か
な
く
て
は
・
・
」

と
い
う
優
し
い
気
持
ち
が
流

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

で
も
、
政
府
は
そ
ん
な
日
本

人
の
素
朴
な
温
か
い
心
を
利

用
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。

今
の
政
治
、
無
駄
と
浪
費

が
一
杯
あ
る
で
し
ょ
う
。
軍

事
費
、
原
発
予
算
、
政
党
助

成
金
、
大
型
公
共
事
業
、
ア

メ
リ
カ
軍
へ
の
思
い
や
り
予

算
、
な
ど
を
一
掃
す
れ
ば
三

兆
五
千
億
円
の
財
源
が
生
み

出
せ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。又

、
所
得
が
一
億
円
を
超

す
と
税
金
の
負
担
率
が
下
が
っ

て
い
く
の
は
、
ど
う
し
て
も

納
得
い
き
ま
せ
ん
。
応
能
負

担
す
べ
き
で
、
消
費
税
は
弱

い
者
い
じ
め

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

田
原
本
町
議

会
議
員

森

良
子


